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0.2 大学教育の変容 
 4 年制大学への進学率：2009 年に 50%を
超える。 
   大学の大衆化 → 大学のユニバー
サル化 


































  累々たる「組織残骸？」  なぜ？ 




   
５．学術機関リポジトリ(IR: Institutional 
Repository) 



































問されたのがとても印象に残っている。   
 
3. 修士論文執筆 イバラの道での北先生
の叱咤激励 
 
前項の兵庫県大学図書館協議会研究会の御
講演は、私の修士論文のテーマにリンクして
おり、先生に「これはあなたの修論のスケル
トンですよ」と言われたが、まさにその通り
になった。 
「大学図書館における情報リテラシー教育
の変遷と課題―リベラル・アーツ系(リベラ
ル・アーツを理念とする)私立大学と図書館
の将来像」と題した私の修士論文は、北先生
が示して下さった「大学図書館における情報
リテラシー教育への参画」の歴史と現状認識
そして将来への展望を、特にリベラル・アー
ツ教育をミッションに掲げる私立大学とそ
の図書館という場面で、各論的に展開して行
くはずだったのだが、出来上がった修論は、
当初の目的としたものの周縁を、たどたどし
く伝い歩きするだけに終ってしまった。 
とまれ、この論文では、結論としていくつか
の提言を掲げている。特にライブラリアンが、
大学教育にも参画していくという強い使命
感を持つべきことを強調している。「1 コマ
授業から成績評価を含む数コマ授業へ、学習
支援型教育を内実のあるものにするために、
さらに関与を深めて行くべきである。」とす
る部分は、北先生の所論に従うものであり、
さらにライブラリアンに関するものとして、
この論文の結語にはつぎのようにも記して
いる。これは北先生のご指導のなかにあって、
特に私が感銘を受けた先生のいくつかの言
葉をちりばめたものでもあり、本来的な意味
でのライブラリアンたり得たい自分への戒
めも込めて、少し長くなるが、引用させてい
ただく。 
「図書館員自身が生涯学習時代において、自
己研鑽を積み重ねていく努力も求められる。
(中略 ) ライブラリアンのネットワークを
広げ、目線を高くかつアヒルの水かきを怠ら
ないこと、こうした自己研鑽を自分の糧とし
ていきたい。ネットワーク環境の充実は、コ
ラボレーションの機会を日々に広げている
のだから。ガリ版刷の資料を交換しあい、研
究を進めた先人達に比してはるかにめぐま
れた環境をよりよく活用できるかは個々人
の努力に負うところである。感謝の中で、前
に歩んでいきたい。 
われわれは今、海図のない世界に向かってい
る。その航海は平穏無事とは行かないのかも
しれない。しかし図書館が大学という船団の
一部であるならば、その大学の目指す方向
(ミッション )に向かっていけるよう最善を
尽くすことで展望が開けるのではないだろ
うか。」 
ご覧いただいたとおりの内容の拙さにもか
かわらず、そこに至り着くまで、イバラの道
での立ち往生や逆もどりを繰り返し、何度も
う投げ出そうと思ったことか。そんなとき、
北ゼミＦ先輩の「とにかく最後まであきらめ
ないで。何があってもどんなに気持ちが追い
つめられても最終日の最後の最後でいいか
ら提出してください。」というアドバイスを
かみしめて、そのとおり、最終日の受付終了
15 分前に修士論文を提出したのだった。 
北先生からも、当然ながら、何度も厳しい「追
及」があった。 
ひどい中間レポートを提出したりすると、何
も返事が返ってこない。死にものぐるいで頑
張って次のものを提出すると初めて、細かに
朱を入れて返してくださる。学生の個性と心
理を見抜いておられるご指導にはいつも頭
が下がる。 
北先生は本当の「先生」なのだと思う。 
かくして何日も悩み、仕事も休むわけには行
かないなかでの徹夜・半徹夜の果てに、何と
か書きあげて先生にお送りした翌日、お会い
した先生の開口一番は「あなたはうまくごま
かしたね。」だった。その言葉に苦笑いしつ
つも、何とか卒業できるかもしれない、とほ
っと胸をなでおろしたのであった。 
  
 
修論執筆の余韻もさめないまま、博士課程に
入学を許されて第 1 回の研究指導の場では、
先生から、博士論文とは世界一の論文を書く
ことであって、「これからは修羅の道ですよ」
と言われたのが、深く心に刻まれている。 
こんどは、「リベラル・アーツ」をキーワー
ドとして、修士論文とは違い情報リテラシー
教育という側面からではなく、図書館史の側
面から図書館の母体である大学を見て行き
たいと考えている。 
 
北先生はいつも、「自分の頭の中に Libra ry
を作りなさい」とおっしゃいます。いつか私
の Library が充実し、「修羅の道」にも耐え
られるものになることを切に願いつつ、北先
生のご指導のもと、一生涯研究を続けて行き
たいと思っております。 
 
 
 
 
 
